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1. プローブデータを用いた交通情報提供への活用

2. エネルギー・モビリティマネジメントの可能性検討

EV交通シミュレーションを用いた
エネルギー・モビリティマネジメントの可能性検討

スマートフォンアプリの
交通行動モニタリング検証

開発したEV交通シミュレーションを改良する。これにより，都市圏レベルの充電消費電力のマネジメント可能性について検
討を行う。エリアは仙台・石巻地区を対象とする。

将来のEV普及率および給電STNの配置を考慮した上で，マネジメントシナリ
オを設定し，EV交通Simを実行する．シナリオは，基本ケース（将来），給電ア
ドバイス機能の利用（バッテリーの効率的利用/給電予約），給電量の平準化
（ピークカット）を設定し，電力消費量の変動，旅行時間の変動を把握すること
で，マネジメント可能性について検討を行っている．

図 Sim実行画面 赤：EV 青：一般車両

一般の人々を対象として，継続的な情報収
集が可能であるか，交通行動モニタリング可
能性の検証を行い，平常時・災害時の情報
提供のためのベースデータとして活用する．

マップマッチングによる交通情報の抽出 異常事象検知

図 仙台都市圏でのスマートフォンGPSによる移動軌跡データ

プローブカーやスマートフォンGPSにより得られた人や車の移動データから交通状況の実態を直接把握することが可能に
なっている．異常事象発生時の交通状況をリアルタイムで明らかにし，その情報を人々に提供することで，無駄のない交
通行動に役立てることができる．

道路上の異常事象を素早く検知することで，効率的
な道路管理や，ドライバーへの有効な経路案内が可
能になる．

プローブカー，スマートフォンGPSなどの人や車の移動データ
からマップマッチングを行うことにより，利用可能な交通情報に
変換する．
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図 仙台石巻都市圏での電力消費量の時間変化

図 Flows調査：1秒単位の車両位置情報を収集
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図 異常事象発生時のプローブデータによるタイムスペース図


